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Ａキサラギのモチヅキの頃に死んだシャカ







｢きさらぎの望月の頃｣ に死にたいと思っていた西行 (1118-1190) は, ほ
ぼ希望通りに２月16日に死んだ｡ 日本ではシャカ (釋迦) の死んだ日が太陰

















本にあって,6) その際に仏教世界の約束事7)を無視して描いた ｢涅槃圖｣8) が















異記』 が聖武の時代 (701-756) のこととして伝える話によると, 紀伊の観
規も自らの意志で ｢佛涅槃の日｣ を選んで死んでいる｡ この説話集の下巻30



























12世紀前半の日本で成立した 『今昔物語集』 の ｢天竺編｣ に, ｢鶴が亀を




















sa) が亀 () を運ぶのであるが,
空中で風景の説明をする場面などない｡ それどころか, 飛び始めてから雁は
一言も言葉を発しない｡23) 何しろ二羽の鳥がそれぞれ嘴で一本の木切れの両
端を咥えているのであるから, 喋るわけにはいかないのである｡ なお, 亀が
うっかり口をきいたのは, 地上の人々に挑発されたからである｡
『注好選』24) に採られたヴァージョンには, 行き先の池を紹介する場面が
ある｡25) 増田によると, これに誘発された 『今昔物語集』 の編者は, ｢飛行



























































『今昔物語集』 の ｢天竺編｣ 5.13 には, 日本特有の産物が数多く挙げられ
ていて, この話の原形を成す仏教文献 『ジャータカ』 316 と相容れない背景











｢天竺編｣ 5.13 で語られているのは, ｢ブッダになる｣ という仏教の究極
目的ではなく, 日本で理想とされる生き方である｡ 気が遠くなるほど遠い未
来に実現される究極目的でななく, 日常生活で実現すべき理想の生き方であ










『今昔物語集』 の ｢天竺編｣ 5.13 に登場するタイシャクテンは, 老人に化





この話の原形はジャータカ (/本生譚)33) である｡ 前世のシャーキャ-
ブッダが試される話であり,34) パーリで残る仏教説話集 『ジャータカ』 に
316 として採られている｡ シャーキャ-ブッダは前世で兎として生まれ, 猿
とジャッカルとカワウソ35)と共に暮らしていた｡












のは ｢心｣ (/識) を消滅させて ｢轉生｣ を断つことであり, この世
で最も達成が困難な目標である｡
身体から身体へ ｢心｣ が移動することを“轉生”と言う｡ 身体Ａが死ぬと
宿っていた ｢心｣ は身体Ｂに移動する｡ 同一の身体に二つの ｢心｣ が宿るこ
とはないので, この際の身体Ｂは受精直後の胚 (kalala) である｡ Ｂに移動
した ｢心｣ は, Ａに宿っていた時に行った ｢行い｣ (karman/業) の結果を
継承し,39) 次々と ｢轉生｣ を繰り返しているうちに, 必ず ｢報い｣ (phala/果)
が現れる｡ この ｢心｣ が侵入した胚は次第に成長して胎児となり, やがて誕
生の時を迎える｡ 出産の際の苦痛があまりにも酷いので, その間に記憶は失
われてしまい,40) 新生児に宿る ｢心｣ は前世のことを何一つ覚えていないし,
後になって記憶が蘇ることもない｡
このようにして, ｢心｣ は身体から身体へといつまでも移動を続ける｡ ｢心｣
は ｢轉生｣ の主体であり, これが消滅しない限り ｢轉生｣ が止まることはな
く, 生きる苦しみから解放されることもない｡ ｢心｣ を消すことに成功して
｢轉生｣ を断った者を“ブッダ”(buddha/佛陀) と言う｡
｢ブッダになる｣ という最も困難な目標を遥か未来に達成するためには,
最も実行が困難な ｢善い行い｣ を限りなく繰り返さなければならない｡ この
兎は火の中に飛び込んで, 自分自身の身体を焼き肉として老人に提供しよう
とした｡ このように最も困難な ｢善い行い｣ を実行するのであるから, 最も




実際のところ, この兎の身体に宿っていた ｢心｣ は, その後も数え切れな
いほど ｢轉生｣ を繰り返し, その度に同じように極端な ｢善い行い｣ をした
結果, 最後にシャーキャ () 部族国家41) の王子の身体に移動して, つ
いにブッダになることができたのである｡
インドの兎についてさらに注目すべきは, 日々の生活で ｢心掛け｣ (	
/戒) を守っていることであり, 定期的にウポーサタ (uposatha/布薩)
を行っていることである｡42) リーダー役を務める兎が他の動物たちを指導し
て, ｢心掛け｣ を守りウポーサタを行うことを強く勧めている｡ この二つの
ことは, ブッダの教えを信じる一般信者の義務として定められている｡43)
ところが, 日本の兎はウポーサタを行わないし, 自覚して ｢心掛け｣ を守
っていない｡44)日本ヴァージョンでは, 三匹の動物の行動に言及して,“カイ”












ちの ｢轉生｣ について語られることがない｡ この兎がシャーキャ-ブッダに
｢轉生｣ したとは，この物語のどこにも語られていないのである｡ 火の中に
飛び込みはしたが，ブッダになることを予定したものではない｡
『今昔物語集』 の ｢天竺編｣ 5.13 に登場する日本の兎には, ブッダになる




























“マコトノ-ココロ” (誠-心) と呼ばれ,49) この語が表す概念は日本人の道徳
を根底から支える重要な要素である｡50) それだけに特殊な発展も見られる
























代表的な日本人ボサツとされる行基 (668-749) は, 橋を架けたり潅漑用
の貯水池を作ったりして世のため人のために尽くし, ｢[私心が混じらない]
純粋な心｣ を備えていたが, 生涯にわたって ｢轉生｣ を断つ気がなく, ｢ブ
ッダになる決心｣ とは無縁であった｡ 日本一のボサツにふさわしい人生を送
ったと言えよう｡
『今昔物語集』 の ｢天竺編｣ 5.13 は日本人が作った話ではあるが, 冒頭に























正される結果となっている｡ 先ず ｢苛めの場面｣ が用意されていて, 狐と猿
に侮辱された兎は, 並のやり方では恥をそそぎようがない所まで追い込まれ










『ジャータカ』 316 では話の末尾には “あの賢い兎は私であった” 60) とい
う前世解説者ブッダの言葉があり, この兎が前世のブッダであると報告され
る｡ インドの兎に宿っていた ｢心｣ は, その後も ｢轉生｣ を重ねて数多くの
生涯を送り, 最後にシャーキャ部族国家で世襲議長シュッドーダナ (










らず, この兎が前世のブッダであるという報告がない｡ それどころか. 兎の
｢心｣ がその後どうなったのかについてさえ誰も知らない｡ 日本ヴァージョ



























い所でも見られる｡ 池上が指摘するように, この説話集の ｢天竺編｣ 5.29
では, 巨大な魚が寄ってくる場所が“海邊ノ濱”となっているが,66) 中国語
文献 『賢愚經』 では“河邊”であり,67) 大河の存在しない日本に状況に合わ
せて,“河”が“海”となっている｡68) 何しろ長さ68キロの巨大な魚であるの
で, 日本の河では棲息を想像することが困難である｡
さらに, 池上が指摘するように, 『今昔物語集』 の ｢天竺編｣ 5.18 では
九色ノ鹿”と呼ばれる動物が住むのは“山ノ中”と言われるが,69) 中国文
































太陽も月も見えず, 昼夜の区別がない｡79) 昼も夜もなければ, 確かに酷暑の
苦しみもないし, 時間に縛られる煩わしさもない｡ 大地の表面が手のひらの
ように平坦で山もなければ海もない｡80)
















『今昔』: 『今昔物語集』 1 [天竺編], 『古大』 22, ed. 山田孝雄 et al., 東京, 1959.
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注1) 池上洵一, 『今昔物語の世界 中世のあけぼの』, 東京, 1983, p. 165.
2) 西行, 『山家集』 上, ｢春｣ 77-78, 『古大』 29, p. 32.
3) インド暦で第１番目の月はチャーイトラ (caitra) で, グレゴリウス暦の３
月から４月にかけての30日に当たる｡ そして, 第２番目の月がヴァーイシャー






























グプタ朝 (gupta) の時代 (４-６世紀) から知られていたが, 太陰暦を駆逐す
るには至らなかった｡
4) シャーキャ-ブッダの死亡した日を ｢ヴァーイシャーカ月の満月の日｣ (イン
ド暦第２月の15日) とする伝承はインドに溯り, 『サマンタパーサーディカー』
() にこの日付が見られる｡ もっとも, この伝承は比較的新し
いものであり, 古いパーリ文献には見られない｡















曇無讖, 『涅槃經』 1, 『大正』 12, p. 365, c.6-8: 二月十五日臨涅槃
時 以佛神通出大音聲 其聲遍滿乃至有頂
二月十五日, 涅槃の時に臨み, 佛の神通を以て音声を出し, 其の聲,
有頂[天]まで遍滿す｡
インド暦の二月十五日はグレゴリウス暦の４月末であり, ｢きさらぎの望月




















6) この習慣の文献根拠は, かなり古くから日本で知られていた 『涅槃經』 らし
い｡ ダルマラクシャ (dharmaraks
・
a/曇無讖) の訳した 『涅槃經』 40巻本 (421
年) も, それを改編した36巻本も, 735年には日本に存在していた (『大日本古
文書』 7, p. 199)｡
このインド文献にはシャーキャ-ブッダが死亡した時のただならぬ様子が伝
えられ, 死亡の日付が“二月十五日”(グレゴリウス暦４月末) となっている｡




7) 仏教の伝承によれば, ニルヴァーナ (
・
/涅槃) の際のブッダは, 右側










曇無讖, 『佛所行讃』, 『大正』 4, p. 46, b.14-15: 如來就繩床 北首右
脇臥 枕手累雙足 猶如獅子王






8) 仏教の伝承から逸脱して, 高野山の ｢佛涅槃圖｣ では, 両手をそれぞれの脇
に付けて仰向けに寝ている (中野玄三, ｢涅槃図｣, 『日本の美術』 268, 1988,
p. 40-41)｡ これはただの人が死んでいる姿である｡ 日本人はシャーキャ-ブッ
ダの死の特異性に関心を払わなかったのであろうか｡ 日本人で ｢佛涅槃圖｣ は
せいぜい ｢偉い人の臨終の姿｣ を写したものにすぎなかったらしい｡
これが現存する日本最古の ｢佛涅槃圖｣ であり, 1086年に制作された｡ こを
始めとして平安時代のものは, 仏教世界で伝えられるニルヴァーナ表現の形式
を踏んでおらず, ブッダの死の特異性が表現されていない｡
9) 『佛垂般涅槃略説教誡經』/『遺教經』, 『大正』 12, pp. 1110-1112.
この ｢経典｣ はクマーラジーヴァ (/鳩摩羅什) の訳と伝えられ,
わずか2400字の小文献である｡ 臨終のシャーキャ-ッダが弟子たちに与えた遺
訓を伝えているという｡ ｢教団法｣ (vinaya/戒律) を守って身を慎むように諭
し, 放埒な暮らしをするなと戒め, 倦むことなく努力を続けよと教える｡
10) 中国でも６世紀までは, 両手を両脇に付けて仰向けに横たわる姿が描かれる
ことがあった (渡辺里志, ｢涅槃図の形式｣, 『東海仏教』 39, 1994, p. 24)｡
しかしながら, 唐以降はこの形式が見られず, ほとんどが仏教の伝承に添って
描かれている (ibid., pp. 24-25)｡
そうすると, 平安時代の ｢佛涅槃圖｣ は, 日本で独自に開発されたものであ
ろう｡ もし中国の作品を模倣したとすれば, 同時代の形式を退けて, 数百年前
の形式を選んだということになろう｡ 敢えて中国の現状を無視したということ
になり, 独自に開発するのと変わることがなかろう｡ いすれにしても, 平安時
代の日本人はニルヴァーナの図像形式に特別のこだわりを示すことがなかった
のである｡




像化されるようになり, 以後はむしろこの形が一般的になる (ibid. pp. 48-49)｡
鎌倉時代になって日本人が急にブッダに関心を寄せるようになったわけでもな
いので, これは日本で時々あった ｢文献による仏教原型の部分回復｣ の一例で
あろうか｡
11) 渡辺海旭が指摘するように, この文献にはクマーラジーヴァ訳 『佛所行讃』
の ｢大涅槃品｣ を思わせる表現が多い (｢佛遺教經は馬鳴の作歟｣, 『壷月全集』
上, 東京, 1933, pp. 599-608)｡ 『佛所行讃』 を材料にして中国で作られたも
のと考えられる｡
７世紀前半に太宗が詔勅を出し, 出家者が読むべき基本図書として 『佛遺教
經』 を指定した｡ それ以来, この文献が中国で熱心に読まれるようになり, 注





玄奘, 『大唐西域記』 6, 『大正』 51, p. 903, b.21-23: 佛 以生年八十
吠舎月後半十五日 入般涅槃 當此三月十五日
佛, 生年八十を以ちて, 吠舎月の後半十五日に, [此の地に於て]般
涅槃に入る｡ 此の三月十五日に當る｡
インド文献 『涅槃經』 に記されている日付“二月”(“二月十五日臨涅槃時”)
はインド暦で２番目の月 (ヴァーイシャーカ) を指す｡ これはグレゴリウス暦
で４月から５月にかけての30日である｡ その月の15日はグレゴリウス暦で４月
の下旬頃であり, 京都では桜がとっくに散っている｡














『日本靈異記』 下 30, 小泉道, 東京, 1984. p. 281: 同じ月の十五日
に至りて, 明規を召していはく, ｢今日は佛涅槃の日に當たり, 我もま
た命終せむ｣ といふ｡
この観規は“ヒジリ”(聖) と呼ばれ,“内には聖心を密し, 外には凡形を表
す”と絶賛されている (loc. cit.)｡ それほどの人物が演出したパフォーマンス
であるからには, 日本ではシャカの命日を２月15日とする伝承がすでに８世紀
に確立していたことになろう｡
14) クシナガラはベナーレス (vanarasi) の東北190キロ, ネパール国境まで60キ
ロの所に位置し, 現在は“カシア”(kasia) と呼ばれる小さい町である｡ ラク
ナウ (lucknow) から東に向かってゴーラクプール (gorakhpur) へ通じる国道
をさらに東へ180キロ行った所にある｡
ブッダが活躍していた時代に, この町はマッラ部族国家 (malla) に属して
いた｡ 玄奘の 『大唐西域記』 の第６巻に“拘尸那掲羅”	
と






15) 玄奘の記述からも知られるように, シャーキャ-ブッダの死亡した日を ｢吠





なお, 『涅槃經』 では“二月十五日,”『大唐西域記』 では“吠舎月後半十
五日”となっているが, この“十五日”は中国では ｢満月の日｣ を指すのであ
ろうが,“後半十五日”とするのはよろしくない｡“後半”を入れるとインド暦
の日付を示すことになり, インド暦の ｢後半十五日｣ は ｢満月の日の前の日｣
である｡















!", , ed. J. Hertel, Cambridge, Mass., 1908, pp.
85-8#





, +',-./01, ed. P. Peterson, Bombay, 1887, pp. 131-13
23"45,6%1'17, ed. H. Brockhaus, Leipzig, 1966, pp. 118-
118





話｣ も収められている (菊地淑子, 『カリーラとディムナ アラビアの寓話』,
東京, 1978, pp. 90-91, ｢亀と二羽の家鴨｣)｡ ここで二羽のアヒルは空を飛ぶ｡
18) アラビア語訳 『カリーラとディムナ』 を基に, ギリシャ語訳 (11世紀) とヘ





る (今野一雄, 『ラ・フォンテーヌ寓話』 下, 東京, 1972, pp. 221-223, 10.2
｢カメと二羽のカモ｣)｡
19) 『今昔物語集』 に伝えられる ｢二羽の鶴が一本の棒で亀を運ぶ話｣ は, 二つ
の典拠を折衷して作られたと考えられてきた｡ 一つは 『舊雜譬喩經』 に伝えら
れる話で, ｢一羽の鶴が直接スッポンをくわえて運ぶ｣ という｡ もう一つは











): 鶴１羽 雁２羽 鶴２羽
運ばれるもの (karman): スッポン 亀 亀
運ぶ道具 (karan
・
a): ナシ 棒 棒
20) 増田良介は関連文献を詳細に分析して, この話の成立プロセスについて新し
い結論に達した (｢『今昔物語』 5.24: 亀, 鶴の教へを信んぜずして地に落ちて
甲を破れる語｣, 『行動と文化』, 別冊 2, 1994)｡ 増田によれば, 『今昔物語集』
が編纂される以前に, 二つの話を折衷して作った話が存在していて, ｢一羽の
鶴が棒をくわえ, その先を亀がくわえる｣ という構造をとっていた｡ そして,
『注好選』 にある話の影響で, この話がさらに変形された｡ こうして成立した
のが 『今昔物語集』 の話である｡
さて, ｢一羽の鶴が棒を使って亀を運ぶ｣ という話は, 『五分律』 に見られる
我等各銜一頭”(我々二人は, それぞれ一方の端を銜えます) という個所の誤
読によって発生した｡ この“我等”は ｢二羽の雁｣ を指すのであるが, ｢鳥と
亀｣ を指すと思い込んでしまったのである｡
これは無理もない間違いであり, 『五分律』 の問題の個所には, そのように
も読める曖昧さがある｡ いずれにしても, この思い違いの結果, 『五分律』 の






21) この改作者から見れば, 『五分律』 の話には ｢二雁｣ という ｢間違った｣ 記
述があるし, 『舊雜譬喩經』 の話は簡単すぎる｡ そこで, 二つの話を材料にし





した｡ 二羽の鳥が登場する話と思い込んでしまったのである｡ 『五分律』 の話
にあった曖昧さが改作版にも残されていたのに加え, 二羽の鳥が登場する別の
















24) 東寺観智院本 『注好選』 の奥書が 『東寺古文零聚』 に書き写されているので,
年代下限を1152年 (仁平二年) とすることができる｡ この 『注好選』 は３巻か
ら成り, このうち上巻は中国起源の話から成り, 中巻にはインド起源の話が収
められていて, 下巻には主として動物説話が採られている｡
25)『古代説話集 注好選 原本影印釈文』, 東寺貴重資料刊行会, 東京, 1983,
p. 167: 其の北山ノ峡フモトニ三里許従り南ニ方一町之池有り 山水北ヨリ恒ニ加はる｡
海澤東ヨリ潜クヽリ融トホレリ｡ 池ノ近辺ニ四季ニ林アリ｡ 花開き菓を結ぶ｡ 都テ極めタル嘯
スキ物ノヽ住む處ナリ｡ 色イロ好みノ遊ビ地也｡ 亦敵ノ恐り无くシテ永く飢渇ノ愁ヲ離れタリ｡
26) 増田, loc. cit.
27) 『今昔』, loc. cit.
28) 池上洵一, 『今昔物語の世界 中世のあけぼの』, 1983, p. 165.
29) ibid., pp. 159-167.
池上洵一, 『今昔物語集』 7, 『東洋文庫』 368, 東京, 1979, pp. 330-331.
30) ibid., p. 330.
31) 『今昔』 5.13, p. 366.
32) ibid. p. 365.
33) 仏教説話の目的は, 実例を示して ｢行いと報いの対応法則｣ を読者に実感さ
せることである｡ この目的を達するために, 前世の出来事と今生の出来事を語
り, その対応を指摘する｡ その際に解説者の役割をするのは, あらゆる人の前
世に通じているシャーキャ-ブッダである｡
仏教説話は三つの部分から成る｡ 現在の状況 (paccuppanna-vatthu) に続い
て, 過去の出来事 (vatthu) が語られ, そして最後に両者の対応の指摘








仏教説話にはアヴァダーナ () とジャータカ () の２種類があ




りないほど ｢轉生｣ を繰り返して数え切れないほどの生涯を送った｡ 男であっ
たり女であったり, 人間であったり動物であったりして, その一つ一つの生涯
で途方もない ｢行い｣ を重ね, その結果として途方もない ｢報い｣ を得てブッ
ダになった｡ 過去の生涯でシャーキャ-ブッダが行った ｢善い行い｣ の記録を
集めたのがジャータカである｡
34) 	
, , V. Fausb/oll, London, 1883, pp. 51-56.






のではなく, 手っ取り早く盗んで来るのである｡ これは ｢盗まないようにする｣











ること｣ を実践するといっても, これは常軌を逸している｡ パーリ語ヴァージ
ョンでは最初から兎と他の動物の間に越えられない断絶が設定されているので























最上級の ｢行い｣ は最上級の ｢報い｣ をもたらす｡ そして, 最上級の ｢報い｣
の一つに ｢インドラになること｣ がある｡ 自分の身体を捨てようと決心した兎
は, 遠い未来にインドラになろうとしているのかも知れない｡
インドラは自己防衛を図ろうとしているのであり, その地位を脅かす可能性




かということである｡ ｢善い行い｣ の最終結果である ｢楽しい報い｣ の中で最
も得るのが困難なのは ｢ブッダになること｣ であり, 次に困難なのは ｢インド
ラになること｣ である｡




インドラを始め, 天国 (svarga) に住む神 (deva) は, インド正統宗教の神
話で不死 (amr
・
ta) である｡ ところが, 途方もなく長い寿命ではあるにしても,
仏教では不死ではなく, いつかは死ぬことになっている｡ その時になると, イ
ンドラの身体に宿っていた ｢心｣ はどこかへ去り, 新インドラ用の身体が新た
に発生して, そこへ別の ｢心｣ がはいり込む｡
もしインドラの危惧する通りであるとすれば, 今のように兎が極端な ｢善い
行い｣ を続けているのは, いつかインドラになるための準備であるということ
になる｡ 兎は今のように極端な ｢善い行い｣ を続け, さらに ｢轉生｣ の度に同
じような生涯を繰り返すと, やがてはインドラになるのに充分な量の極端な
｢善い行い｣ が蓄積され, 今は兎の身体に宿っている ｢心｣ は, 新インドラの
国際文化論集 №28
― ―62
身体に移動することになる｡ そうすると, インドラの交替が起こり, 現インド
ラの身体に宿る ｢心｣ は別の身体に移動しなければならない｡
38) 『ジャータカ』 が作られた時代には, 前世のブッダだけが ｢究極の知恵を目














言う｡ 人間が何かの ｢行い｣ (karman/業) をすると, それに対応する ｢報い｣
(phala/果) は, いつか必ず受けなければならない｡ そして, それはいつ現れる





) が構想された ( !"#"#, ed. U.
Wogihara, p. 150)｡ 人間が何かの ｢行い｣ をすると, その度に ｢特定のエネ
ルギー｣ が発生して, 本人が気づかないまま ｢心｣ ($%識) の最も深い部












40) ｢轉生｣ する前の記憶は新しい人生で失われる｡ これは仏教だけで言われて
いることではなく, インド正統派でも広く信じられている考えである｡ インド
世界で ｢轉生｣ が疑いようがない事実である以上, 経験と矛盾があってはなら





プラーナの記述によると, 次の身体へ移っても ｢心｣ が記憶を失うことはな









	, ed. K. M. Banerjea, Culcut-
ta, 1862, p. 83)｡ 狭い膣 (yoni) を通る際の激痛に耐え難く, すべてを忘れて
しまうのである｡
シャーキャ-ブッダのような異常人物の場合は例外であり, 生まれる際に母




た (Romila Thapar, A History of India 1, Harmondsworth, 1966, pp. 50-53)｡
シャーキャ部族 (/釋迦) の国もその一つであった｡ 部族国家は会議






定され, 所属する全員が出席した｡ 出席者にはすべて平等な発言権があり, 議
決は全員一致が原則であった｡ 出席者すべてに拒否権があったのである｡


























































｢心掛け｣ に違反すまいと細心の注意を払っているのである｡ 一方, 日本の猿
は木から果実を取るほかに, 畑から野菜を多量に盗んでいるし, 狐は供え物の
残りを無断で取っている｡ しかしながら, いずれも言い訳がましいことを一切








の制作と言われ, 身体に甲冑をまとい, 武人であることを顕示して, ヴェーダ









47) 仏教ヴァージョンでは, インドラの到来に先立って, 兎は身体を捨てる覚悟
を決める｡ このことを知ったからこそ, インドラは直ちに地上に降りて来るの
である｡ 仏教世界では, すべてが ｢行いと報いの対応法則｣ に基づいて進展す
るので, 極端な ｢善い行い｣ には極端な ｢楽しい報い｣ がもたらされるはずで
ある｡ この極端な ｢善い行い｣ をして兎は何を目指しているのか｡ これこそイ
ンドラが知りたいことであり, 地上へ降りて来た目的である｡






48) 『今昔』, p. 365.
49) この話の冒頭で３匹の動物を紹介する際に,“マコトノ-ココロ”という語が
用いられている｡




｢ブッダになる決心｣ は努力の出発点であり, 究極の目標は ｢ブッダになる
こと｣ であり, 日常生活を越えて遥か彼方に設定されている｡ これと違って,
日本人が目指すマコトノ-ココロは, 日常生活の中で実現するべきものであり,
出発点ではなくそれ自体が目標である｡
50) 日本の“カミ”(神) には ｢[私心が混じらない]純粋な心｣ を好むる習性が
ある｡ 人間が窮地から逃れようと一途に思い詰めると, そのマコトノ-ココロ
に感動したカミが超自然力を発揮するのである｡ そして, この習性がブツ (佛)
にも移された｡ 日本のヤクシ (藥師) は ｢願ふところをよく与へたまふ｣ 存在
であった (『日本霊異記』 中39, p. 197)｡ この点でブツはカミと変わるところ
がない｡




















けであり, 他人への ｢哀レミノ心｣ とは無縁であるが, ひたむきに一つのこと
を思っているのは確かであろう｡ そういうのもマコトノ-ココロと考えられて
いたのである｡ これは ｢[他のことに対する関心が混じらない]純粋な心｣ の例
と言えよう｡
カミが ｢[私心が混じらない]純粋な心｣ を無条件で愛するのは言うまでもな
















































54) 『今昔』, pp. 363-364.
ヤクシ (藥師) やアミダ (阿彌陀) のようなブツも, クヮンオン (觀音) や
ミロク (彌勒) のようなボサツも, 人間のマコトノ-ココロに感じ入る超越者











｢善い行い｣ をするボーディサットヴァである｡ これほど極端な ｢善い行い｣
をするからには, ブッダを目指しているは確実である｡ インドラの後釜を狙っ




















57) 『今昔物語集』 に伝えられる日本ヴァージョンには, 独自に用意された要素




















































/目蓮) とシャーリプトラ (		舎利弗) であったという｡
そして, あの時の兎は今のブッダであったという｡

























が扱ったのは兎の ｢心｣ でもなければ身体でもなく, 兎の映像に過ぎなかった｡
死んだ兎の身体に宿っていた ｢心｣ の最後の ｢行き先｣ (gati/趣) がブッダに
なる者の身体ではないとすれば, 一体どこへ行ったのであろうか｡ この点につ
いてはテキストに何の記述もない｡ ｢行いと報いの対応法則｣ に関心のない日
本人にとって, ｢心｣ の ｢行き先｣ など知ったことではないのである｡























ンブ大陸である｡ 中央にヒマラヤ山脈 () が東西に走り, その南がイ




























古代の中国と日本では ｢天竺｣ には五つの地方に分かれると言われ, それぞ
れ“東天竺,"“南天竺,"“西天竺,"“北天竺,"“中天竺”と呼ばれる｡ この五
つの地方を描いた地図が“五天竺圖”である｡
65) 応地利明, ｢日本と天竺・インド 前近代日本におけるインドの地理的世界像｣,
『インド世界 その歴史と文化』, 1984, pp. 225-228.
66) 『今昔』, p. 397: [5.291] 今昔, 天竺ノ海邊ノ
ノホトリ
濱ニ大キナル魚寄リタリケリ｡
67) 『賢愚經』 7, ｢設頭羅健寧品｣ 33, 『大正』 4, p. 402, a.5-b.24.
この話はジャータカであり, シャーキャ-ブッダが国王であった時の話であ
る｡ 大飢饉があって大勢が死んだ｡ 飢えた人々を救うために, 王は ｢大河｣ に
身を投げて ｢大魚｣ に変身し, ｢河邊｣ にやって来た｡ 長さ500ヨージャナ (68
キロ) の途方ない大きな魚であった｡ 入れ替わり立ち代わり, 世界から人々が
やって来て, 12年にわたってこの魚肉を食った｡ 魚に変身して飢餓を救った王
こそ今のブッダであった｡
68) 池上, 『今昔物語集』 7, p. 330.






70) 『九色鹿經』 もジャータカであり, シャーキャ-ブッダが鹿であった時の話で








71) 『法苑珠林』 50, ｢背恩編｣ 52, 『大正』 53. p. 666, b.24: 九色鹿經云 ……
常在伽河邊飮食水草; 『六度集經』 58, 『大正』 3, p. 33, a.7: 江邊遊戲





で関心の対象となるのは人間であり, ｢心｣ の移動先となる動物である｡ 植物
と鉱物から成る自然界 (loka/器世界) は, 人間と動物から成る世界
(sattva-loka/有情界) から排除される｡
74) 仏教の体系で, 自然は物品を容れる器 () に譬えられて独自の存在
理由が認められていないのであり, 仏教文献で描写されることがほとんどない｡
｢心｣ が備わっていない植物と鉱物は, ｢轉生｣ にかかわることがないので, 関
心の対象ではないのである｡
仏教では三つの局面で ｢行い｣ が考えられている｡ 身体を動かすことだけで
はなく, 言葉を発することも心で考えることも ｢行い｣ である｡ 心で考えたこ
とを言葉で表現して, 身体を動かす ｢行い｣ に及ぶのである｡ そして, 身体を
動かすことも言葉を発することもない植物と動物に, ｢心｣ は認められていな
いのである｡
それに, 身体Ａから身体Ｂへ ｢心｣ が移転するには, Ａが死にＢが生まれな
ければならないが, 死ぬことも生まれることもない鉱物には ｢轉生｣ が起こら














402年にクマーラジーヴァ (	/鳩摩羅什) 『阿彌陀經』 を訳して以来
のことである｡ それ以前は“	”のヴァリアント“	”を漢字で
表記した“須呵摩提”の外に, この語合成の前分“”
を訳した“安樂”が用いられていた (岩本裕, 『仏教聖典』 4, 東京, 1974, pp.
44-45)｡
仏教で構想されたスカーヴァティーは, ブッダになる準備に専念しようとす
る人々のための施設である｡ そこに ｢苦しみ｣ (duh
・
kha) が全くなく ｢樂しみ｣
(sukha) だけがある (	) のは, ブッダになる準備に万全を期すためで
ある｡ ところが, クマーラジーヴァの意図は別として,“極樂”という語が中
国文化の中に定着すると, ｢最も修行しやすい所｣ は ｢限りなく楽しい所｣ に
変換された｡
中国人が ｢極樂｣ へ行くのは, ブッダを目指す準備に専念するためではなく,
極め付きの ｢樂｣ を味わうためである｡ 仏教のスカーヴァティーは, ブッダに
なろうとする者が期限付きで滞在する所であるが, 中国の ｢極樂｣ は最終目的
地である｡ 加地伸行が言うように, これは ｢誤解された仏教｣ であり (『儒教
とは何か』, 東京, 1990, p. 176), ｢苦しみの人生が死後も限りなく繰り返さ
れる｣ という仏教の基本構想は, ここで跡形もなく消え去っている｡ ｢極樂｣
へ ｢往って生きること｣ (往生) を目指す中国人のグループを“淨土宗”とい
う (loc. cit.)｡












龍之介が 『蜘蛛の糸』 を発表しても, 最近になるまでゴクラクに ｢お釋迦様｣
がいることに違和感を覚える日本人はいなかった｡
『蜘蛛の糸』 の舞台はゴクラク (サイハウ-ジャウド) であり, そこにはシャ
カがいるのである｡ この作品は日本で非常に評判がよく, 繰り返し教科書に採
用されたが, 仏教国の読者が読めば戸惑うに違いない｡ スカーヴァティーにシ
ャーキャ-ブッダがいるはずはないのである｡ それに, ｢ブッダの国｣ はマハー
ヤーナ (/大乘) が起こってからできた構想であり, 歴史上の人物で
あるシャーキャ-ブッダには仕切るべき ｢ブッダの国｣ がない｡
なお, 芥川龍之介の 『蜘蛛の糸』 については, 大阪体育大学の長尾佳代子
(国文学) が優れた論文を発表している (｢芥川龍之介 『蜘蛛の糸』 原作の主題
―ポール・ケーラスが 『カルマ』 で言おうとしたこと―｣, 『仏教文學』 27,






であろう｡ ｢トラブルの完全欠如｣ が ｢究極の贅沢｣ と連合する伝承があった
らしい｡
仏教には ｢四大陸｣ の伝承も継承していて, その一つである ｢北方クル大陸｣
(uttarakuru/北倶盧) でも ｢障害の完全欠如｣ が金銀財宝で象徴されている
(注63参照)｡ ただし, こちらの方は ｢楽しすぎてブッダになる気にならない所｣
と言われる｡“生きることは苦しい”という認識がない限り仏教が成り立たな
い以上, ブッダになる気が起こらないのは当然である｡
そうすると, 一方で ｢障害の全くない理想の土地｣ の伝承を保持しながら,
他方では同じ伝承を基に ｢ブッダを目指す上での障害が全くない理想の土地｣
を作り出したということになる｡ 同じ伝承を受けたとはいえ, ｢北方クル大陸｣





, ed. Atsuuji Ashikaga, Kyoto, 1965, p. 40.







作り出されたもの｣ () であり (p. 35), 生殖の結果として
産まれた生物ではない｡
動物といえば, 人間もまた一向に動物らしくない｡ ｢忽然として出現したも
















り, トラブルに満ちたこの世とは逆に, トラブルの全くない所である｡ 日本人
はブッダになる必要がないので, 日本のゴクラクは一時滞在所でなく, 最後に
行き着く場所である｡







Japanese Landscapes as Depicted
in Stories of Indian Origin
Nobuhiko KOBAYASHI
Called “Tenjiku” (天竺), India was an object of admiration to the ancient
Japanese as the home country of Shaka (釋迦). However, since no Japanese had
ever been there, its landscapes were beyond their imagination.
It is a Japanese sense of beauty (美意識) and feeling for the seasons (季節
感) that are reflected in landscapes depicted in Japanese stories of Buddhist ori-
gin. To the Japanese, Tenjiku is a country where cherries blossom in spring and
trees aflame with red leaves in autumn.
Japanization occurred not only in landscapes. The favourites of Taishakuten
(帝釋天), the Japanese counterpart of Indra, are such fruits as persimmons and
chesnuts and such marine products as bonitos and abalones.
